
富山市教育委員会

古沢小学校の状況等について
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■ 富山市の児童生徒数の推移
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■古沢・池多・老田・寒江・長岡・呉羽小学校の児童数推移（S58～）

実績 推計（人）

令和6年度～：令和5年5月時点の住民基本台帳上における呉羽・長岡・寒江・老田・池多・古沢小学校区の未就学児人数による推計

TOYAMA CITY BOARD OF EDUCATION ‐2‐

138 141 112 98 68 63 73 44 40 46 46 49 46 42 44

145 125 78 66 57 54 49 35 48 48 42 37 32 29 22

359 343 
277 

197 173 195 160 156 155 149 154 155 142 131 123

182 153 
134 

115 
108 108 82 86 75 72 78 71 67 68 70

388 
330 

289 
261 

247 235 
164 163 146 147 152 149 154 155 158

1,241 

979 

927 

765 
689 668 

643 
609 554 542 541 536 523 492 475

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

S58 S63 H5 H10 H15 H20 H25 H30 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11



■小規模校（複式学級）の授業風景

算数の授業風景
（1・2年生）

算数の授業風景
（3・4年生）
左右で学年を分けています。

前後で学年を分けています。
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青字は再編対象校、赤字は複式学級のある学校

柳町小

柳町小（奥田小校区に通学区域変更）

柳町小（東部小校区に通学区域変更）

岩瀬小

針原小 浜黒崎小

針原小（新庄北小校区に通学区域変更）

針原小（大広田小校区に通学区域変更） 浜黒崎小

四方小 八幡小 草島小 倉垣小

古沢小 池多小 長岡小 寒江小 老田小

神明小

太田小

船峅小

船峅小

神通碧小

船峅小 神通碧小

楡原中

福沢小 小見小 上滝小

福沢小 小見小 上滝小

樫尾小

樫尾小

樫尾小

樫尾小 山田小

樫尾小 山田小

山田中

朝日小

古里小 音川小

古里小 音川小

■学校再編案（R4.2策定）

‐4‐



TOYAMA CITY BOARD OF EDUCATION ‐5‐



〇ケース①「呉羽地区の小学校が一斉に呉羽小学校へ統合する場合」

〇ケース②「古沢小学校、池多小学校の２校で統合する場合」

〇ケース③「古沢小学校、池多小学校、老田小学校の３校で統合する場合」

統合にかかる年数 メリット デメリット

最低でも
10年以上

・呉羽中学校区として一斉に統
合することにより、統合を繰り
返すことなく、適正規模校での
統合が可能となる。

・統合時期は、当分の間は統合し
ても大規模校となることから、適
正規模での統合が可能となるまで
年数がかかり、その間複式学級が
継続となってしまう。

統合にかかる年数 メリット デメリット

最短で
２年程度

・ケース別の内、最も早く統合
が実現できると想定され、短期
的には複式学級の解消が見込ま
れる。

・一時的には複式学級の解消が見
込まれるが、最短で令和１１年度
より再度複式学級の発生が見込ま
れ、再度の統合が考えられる。

統合にかかる年数 メリット デメリット

最短で
３年程度

・比較的短い期間で統合が実現
できると想定され、一時的には
複数クラス（１学年あたり２ク
ラス）の編制も可能となり、複
式学級の編制は当分の間は見込
まれない。

・児童数の減少により、いずれは
再度の統合が考えられる。

6【統合ケース別】統合にかかる年数とメリット・デメリットについて
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